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イエス・キリストの誕生の次第は次のようで
あった。母マリアはヨセフと婚約していたが、
二人が一緒になる前に、聖霊によって身ご
もっていることが明らかになった。夫ヨセフは
正しい人であったので、マリアのことを表ざた
にするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心
した。このように考えていると、主の天使が夢
に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず
妻マリアを迎え入れなさい。マリアの胎の子は
聖霊によって宿ったのである。マリアは男の子
を産む。その子をイエスと名付けなさい。



この子は自分の民を罪から救うからである。」

このすべてのことが起こったのは、主が預言
者を通して言われていたことが実現するため
であった。「見よ、おとめが身ごもって男の子を
産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」こ
の名は、「神は我々と共におられる」という意
味である。

ヨセフは眠りから覚めると、主の天使が命じ
たとおり、妻を迎え入れ、男の子が生まれるま
でマリアと関係することはなかった。そして、そ
の子をイエスと名付けた。



カタカナ名前リスト

•このリストには重要な意味が込められている
•「アブラハムの子ダビデの子、イエス・キリストの系
図。」（１：１）

•イエスは間違いなくアブラハムとダビデの子孫とし
て生まれたことを証明するためのリスト

•主はアブラハムに「祝福の源となる」と約束された

•預言者らは「ダビデの子孫」から救い主が生まれる
と、繰り返し預言した

•ダビデ～エコンヤは王であったが、その後ダビ
デの子孫は王ではなくなった
•それでも血筋はヨセフにまでつながっていた



ヨセフ、マリアを迎え入れる

•婚約者マリアが妊娠しているとの知らせ
•ヨセフは身に覚えのないことだったので、マリアが
自分以外の男性と関係を持ったことになる

•律法では両者を「石打ち」にして殺すよう命じている

•ヨセフは「正しい人」であった
•通り一辺倒の「正しさ」であればマリアを裁いただろ
うが、彼は「憐み」を伴う本物の正しさを持っていた
• 『わたしが求めるのは憐れみであって、いけにえではない』

•ヨセフは「ひそかに縁を切ろうと決心した」
•ひそかに婚約を解消し、マリアが自由に結婚できる
ようにしようと決めた



天使のお告げ
•ヨセフが決心を固めた後で天使が現れた
•マリアの妊娠を知る前ならヨセフも悩まずに済んだ
のに…＜神様からのテストか？

•マリアのお腹の子は聖霊による
•「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れな
さい。マリアの胎の子は聖霊によって宿ったので
ある。」
•主はダビデの子孫だからヨセフを選ばれた
•マリアは間違ったことをしていない。主の御業である

•マリアの生む子は「救い主」となる
•「マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付け
なさい。この子は自分の民を罪から救うからであ
る。」＞「イエス」とは“主は救い”の意



マタイの説明

•「主が預言者を通して言われていたことが実現
するため」
•主はすべてのことを予め計画しておられた

•イザヤの預言
•「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名
はインマヌエルと呼ばれる（イザヤ7:14）この名は、
『神は我々と共におられる』という意味である。」

•処女から生まれる ・男の子である

•神は人間を見捨てず、むしろ共におられることを啓
示するために生まれる

•ヨセフはお告げの通りマリアを受け入れた



不思議な訪問者たち

•「占星術の学者たちが東の方から」やって来た
•彼らは夜空の異変を大きな出来事の予兆と考えた

•ペルシャから西の方角に明るい星が現れた

•驚き慌てたヘロデ大王
•ヘロデの家に赤子は生まれていなかった

•本来王の家系ではない（イドマヤ人）ヘロデにとっ
て、自分の地位を脅かす存在は脅威だった

•旧約聖書の預言から出生地を割り出す
•祭司長たちや律法学者たちに聞くと、ダビデの故
郷であるベツレヘムであることが分かった



イエスを礼拝する学者たち

•とても高価な贈り物を献げてイエスを拝んだ
•「彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、
黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。」

•黄金：至高の存在 乳香：喜ばせる香りを放つ

•没薬：人々の傷を癒す／自らも深く傷つく

•エジプトに逃げるイエス一家
•学者たちが帰った後、天使が「起きて、子供とその
母親を連れて、エジプトに逃げ、わたしが告げるま
で、そこにとどまっていなさい。」と告げた

•「ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその母を連れ
てエジプトへ去り、ヘロデが死ぬまでそこにいた。」



ヨセフの役割

•「（憐み深い）正しい」判断力
•マリアを裁かず、ひそかに離縁する決断

•信仰を持って受け入れる勇気
•天使のお告げを信じ、身重のマリアと結婚する

•処女降誕とダビデ預言の成就へつながる

•イエスが何者であるのかを確認する
•神は占星術師たちを訪問させることで赤子が何者
であるかを知らせた

•迅速な行動力
•天使のお告げを受けて「夜のうちに」出発した

•人類の救いの計画を守った！



ヨセフの役割

•「（憐み深い）正しい」判断力
•マリアを裁かず、ひそかに離縁する決断

•信仰を持って受け入れる勇気
•天使のお告げを信じ、身重のマリアと結婚する

•処女降誕とダビデ預言の成就へつながる

•イエスが何者であるのかを確認する
•神は占星術師たちを訪問させることで赤子が何者
であるかを知らせた

•迅速な行動力
•天使のお告げを受けて「夜のうちに」出発した

•人類の救いの計画を守った！

神が一方的に御業を
行われたのではなく、
人間にも役割を担わせ、
また学ばせている



「見よ、おとめが身ごもって男の
子を産む。その名はインマヌエル
と呼ばれる。」この名は、「神は
我々と共におられる」という意味
である。

マタイ福音書１章２３節
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